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農林水産分野の自然資本の取組

事例報告

生産者と消費者のフードチェーンでつな
がる田んぼとお米と環境と
コープデリ生活協同組合連合会CSR推進部 食と商品グループ長  宮川  和之 氏

コープデリ連合会の宮川と申します。「生産者と消費者のフー

ドチェーンでつながる田んぼとお米と環境と」というお話をさせ

ていただきます。コープデリ連合会とは、いわゆる生協でござい

まして、関東信越の生協の連合会となっております。

今日のお手元の資料で、コープデリ連合会の会員生協である

コープみらいの「サステナビリティレポート」を皆さんに１部ず

つお配りしています。表紙を見ていただければ分かると思います

が、見事なSDGs色に染まっております。ご挨拶としてトップ、

理事長の決意が書いてあるのですが、コープみらいはSDGsに対

してノリノリですということが書いてあります。後でお読みとり

いただければと思います。

ノリノリのひとつとして、SDGsについて語ろうというような

中身も載っております。ユニセフの早水専務理事とコープみらい

の新井理事長、若手の職員２名がSDGsについて語り合うという

内容になっています。早水さんにSDGsとは何かというお話をし

ていただいた後、それを現場の職員がどう受け止めて仕事に活か

していくか、自分がやっている仕事がどうSDGsにつながってい

るのかということを話す対談内容になっております。

「商品利用を通じて持続可能な社会の実現を目指す４つのプロ

ジェクト」という冊子をお配りしています。

コープデリでは、社会貢献の活動として４つのプロジェクトと

いう名前で活動しているものがあります。「ハッピーミルクプロ

ジェクト」、「佐渡トキ応援お米プロジェクト」、「美ら島応援もず

くプロジェクト」、「お米育ち豚プロジェクト」です。「はじめに」

に「商品がたどってきた道について考えてみてください。例えば

洋服、例えばダイヤの指輪、例えば家など」といったようなことが

書いてあります。エシカル消費につながる商品ですというご紹介

をさせていただいております。また、SDGsにつながる取り組み

でもあるので、各プロジェクトに該当するSDGs目標アイコンを

つけています。

４つのプロジェクトのひとつに「佐渡トキ応援お米プロジェク

ト」というものがあります。ビデオをご覧ください。

もうひとつ、「お米育ち豚」プロジェクトというものがありま
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す。これも何かという話になると思うのでビデオをご覧いただきたいと思います。ちなみに「お米育ち豚」というマーク、ア

イコンは博報堂さんにつくってもらったものです。

こちらは日本の食料自給力を支えたいということで始めた飼料用米の取り組みです。

岩手と長野サイクルから始まったのですが、とても好評で、群

馬県、茨城県、千葉等の生産のフードチェーンの中でも実際にサ

イクルが回り始めております。人から人へ思いをつないできまし

た。

最初は飼料用米が175トンで9,500頭の商品から始まったの

ですが、組合員さんの支持を得てすごいことになってきておりま

す。コープでは産直豚、お米育ち豚ではない普通の産直豚も扱っ

ているのですが、今年は48％ぐらいの売上がお米育ち豚の方に

シフトしています。それぐらい組合員さんの支持が高いもので

す。

豚肉でうまくいきましたので、広がるお米育ちシリーズという

ことで、牛肉、鶏肉、鶏卵の餌にも飼料用米をまぜることを実際

に始めております。

今年10周年になりましたので、もっともっとお米育ち豚や飼

料用米の取り組みを組合員さんに知っていただこうという10周

年キャンペーンをやる予定になっております。

 そもそも生協は産直という取り組みをやっております。産直は

皆さんご存じの言葉だと思いますが、最初にこの取り組みを始め

たのは生協です。人と人のつながりを大切にしたい。コープの産

直とは単なる商品取引の呼称ではありません。産地直送という意

味の言葉ではないことを説明しております。生産者とコープ、生

協と組合員さんがつながることによってはじめて産直と言われる
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活動であると説明させていただいています。

普通、産地直送という話を聞くと、産地の人の顔がお店のポッ

プに貼ってあって、こんな生産者がつくっているのだねと言って

消費者が買うというようなことを思い浮かべるかもしれません

が、コープの産直は生産者の方々も組合員さんの顔を見るという

相互の関係をとても大切にしています。信頼と交流とパートナー

シップです。実際に消費者、組合員さんが産地を訪れて交流する、

その中で新しいご意見、商品等が生まれる事例があります。まさ

にその典型例が佐渡トキのプロジェクトであり、飼料用米の取り

組みであったと思っております。

フードチェーンのつながりで食品は届けられます。生産者から

始まって組合員さままでという流れです。コープは、ただそのス

テークホルダーのひとつに過ぎません。フードチェーンの中の信

頼の輪、先ほど栗山先生からも話があったのですが、信頼の輪を

つくることによって、よりよい商品ができると考えています。

特に生協はSDGs12番の目標「つくる責任、つかう責任」とい

うところが大切ではないかと考えています。持続可能な生産・消

費形態を確保することが大切と思っています。そのためには、何

回も言いますが、組合員さん、消費者、生産者、さまざまな立場の

人と人の対話がSDGsを進める肝だと思いますし、これからも生

協はそのスタンスで進めていきたいと思っております。

以上でございます。ありがとうございました。
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